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「君は山賊の親分か」 、後部座席からいきなりの叱責。声の主は柴田舘長です。水曜日 午後、療養先の箱根宮ノ下富士屋ホテルから
の帰路、大平台の急カーブを曲がり終えた直後のことでした。
当時私は教務課所属で大学院の事務を担当する傍ら、
毎週木曜日に行われる舘長訓話のため、水曜日は迎 、金曜日は送りと舘長先生を送迎する役目を仰せつかっていました。突然の問いかけに返答のしようもなく「はあー」と返すのが精一杯でした。「部室が汚いねー。指導がなっとらん。君は山賊の親分ではないだろう。すぐに片付けさせなさい。 」しまった部員の指導のことで不始末が見つかってし
まった。言い訳無用です。「申し訳ありません。すぐに片付けます。 」の一言 あ
とは無言のまま舘宅に到着しました。この時の道中の長かったこと、冷汗三斗の思いで た。
昭和四一年四月卒業後直ぐに入職。自動車部の監督を
していましたので叱責されたという訳です。自動車部は体育系を標榜 ていましたが、競技系クラブと違って指導などうっちゃらかし、監督がいなければ が認められないので監督を引き受けていたような有様で たから、大慌てで部員 集めて、部室の前、一〇号館脇の通路に散乱している 品の残骸やら古タイヤやらを片付けて事なきを得ました。
多摩校舎小野路地区の自動車練習場跡地に見事に整備
された陸上競技場を見渡しながら、冒頭の舘長先生 言葉が頭をよぎったことで た。
今にして思えば、自動車練習場 草創期に関わったが
故に国士舘に奉職することができ、晩年ではあり
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が直に舘長先生の謦咳に接することができたことに感慨一入のものがあります。
昭和四〇年四月の末頃と思いますが、大学に就職した
ばかりの松山國雄さんが部室に来られて、 「松本、これから府中運転免許試験場に行く。舘長先生から四年の学生に運転免許を取得させなさいと命じられた。何をどうすればよいか分からない。取りあえず自動車教習所の開設、練習コースの規格や関係法令について指導を受けに行くことにした。 就いては 緒に行ってくれないか」 、 との話。
大学生活もあと一年。単位もほとんどとり終えて四科
目ばかり残してそろそろ 職活動をと暢気 構えて たところでしたから 面白 うな話とばかり二つ返事で引き受けてしまいました。その後、試験コースの規格、道路交通法、交通の教則本その他 教習用教材、練習用車両の規格などについて数回指導を受けに同行したと記憶しています。
そうこうしているうちに、運転練習用に中古車を五台
購入し、 山を切り崩して平らに整地 広場 （現町田キャンパスの一一号館と体育館がある場所）に古タイヤと石灰の白線で練習コースを描いて教習を開始しました。教習生は急遽募集 た四年生が七、八人ばかり、教えるスタッフは、松山さんのほかは自動車部員という素人集団
昭和 38年 9月　自動車部（前列左端が筆者）
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です。練習コースは、
S字にクランク、五、六〇メート
ルの直線路を組み合わせたお粗末なもので、交差点も坂道も踏切も、法定速度を維持して走行できる高速外周路もありませんから、発進停止と前進後退それに低速での狭路走行以外 教習が出来ません。
そんなわけで一か月半ばかり教えた後、世田谷区喜多
見のトヨタ自動車教習所の貸コースに移転しました。この貸コースは東名高速道路高架下の多摩川の河川敷にあって、 現在 警視庁の白バイ 訓 所になってい す。私はといえば授業を必要最低限の出席で済ませ、あ は教習所通い 毎日でした。 ちろんボランティアですからアルバイト料など一切ありません。他 自動車部員も同様です。
そんな素人の教えでも、練習に来てくれた教習生は二
か月くらいで次々と直接受験で合格 、免許を取得していきました。しかしながら素人集団のボランティア教習が長続 する訳はありません。昭和四一年の新年度が開始されて暫くして、 東京自動車教習所協会 協力を得て、自動車学校の管理者資格のある樺山正照さん 指導員資格のある小森兼美さん、 堀口幸一さんの三人が採用され本格的に教習が開始されました。同時に公認規格に準拠した自動車練習コース 建設が認められ小野路校地の造
成が始まりました。
昭和四三年九月一六日、約八〇〇メートルの周回路上
昭和 44年 10月　小野路自動車練習場空撮（現多摩キャンパス）
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コースを持つ練習場が一部未舗装でしたが完成し、教習を開始しました。翌年、昭和四四年五月二七日にコース全面が完全舗装に整備され 自動車学校開校式を挙行、昭和六〇年三月三一日に閉鎖されるまで多くの学生 免許を取得して巣立っていきました。
一時期、弁士千人、運転手千人、ジープ千台で遊説す
る、などの言説もありましたが、これは元気づけの与太話で、昭和四〇年といえば、日本は東京オリンピックを見事に成し遂げ、高速道路も続々と計画され、マイカーも徐々に普及 つつある時期で、舘長先生が らの動きをいち早く察知して、 これからは自動車の時代になる卒業生には全員運転免許証を取らせて就職戦線に送り出そうと構想され、 この事業に着手されたと聞いています。政経学部の第一回卒業生が昭和四〇年、続い 工学部、法学部、文学部と完成年次を迎え 卒業して くわけですから、就職のことは最重要課題 あったと思います。
三年次の大半は、学生募集のお手伝いでドライバーと
して、教育原理担当の小池松次助教授 同行 九州、北陸、長野 福島の高等学校訪問です。自動車 移動しながら一日に五、六校訪問、長い きには二週間、短くて四、五日くらいの日程です。これも旅費のみでアルバイト料はありませんでした。
そんな中、長野県方面の高校訪問のため、おんぼろの
ビュイックで碓氷峠を上っているとき、車載のラジオでバレーボール東洋の魔女軍団がソ連チームに勝ったことを知りました。せっかく東京に学びながらこの世紀の祭典を一度も見ることなく、高校訪問に明け暮れていましたので、この時の放送 峠から見る紅葉の素晴らしさが忘れ得ません。今でも碓氷峠の紅葉が私の東京オリンピックです。
昭和四一年の箱根駅伝も忘れ得ぬ思い出です。往路、
品川八山橋から箱根芦ノ湖ま 伴走車の運転を務めました。今から考えると何とも無謀な話で、自動車部 部員とはいえアマチュアです。プロのドライバーに比べて未熟な学生にこのように重要な任務 任せるということが行われた訳ですから。
学校も陸上部もお金が無かったのは確かだったと思い
ますが、一方でこれはと見込んだら若くても 未熟とにかく任せてやらせるというのが舘長先生のやり方だったように思います。そんな雰囲気の中 学生時代過ごし、陸上部以外にも多くのクラブ 方々と交流を持つことが出来たことは 本当に良い思い出となっています。今でもその頃からご交誼を頂いて る諸先生方が沢山いることが何よりの財産であり励み なっています。
